
（７） 受

 

◎「命

受講者数

 

Ⅰ 本取

Ⅰ－１

Ⅰ－１－

 福

 呉

 長

 広

 弓

 

 

Ⅰ－１－

 1

 2

 3

 4

 

 

 

 

Ⅰ－１－

 男

 女

 

 

受講生によ

の尊厳を涵

数：計 25 名

取組に関する

【属性につい

－１）所属大

福山大学 生

呉工業高等専

長浜バイオ大

広島女学院大

弓削商船高等

－２）学年 

年次生：7

2 年次生：15

3 年次生：3

4 年次生：該

－３）性別 

男性：11 名 

女性：14 名 

環境都市工

建築工学科

機械工学科

生物工学科

海洋生物科

生命栄養価

よるアンケ

涵養する食

名 

る共通の質

いて】 

大学・学部（

生命工学部：

専門学校：7

大学 アニマ

大学 人間生

等専門学校 

名 

5 名 

名 

該当者なし 

工学科：4 名 

科：2 名 

科：1 名 

科：4 名 

科学科：4 名 

価学科：3 名 

ケート評価

農フィール

問 

（コース等）

11 名 

名  

マルバイオサ

生活学部 管

情報工学科

価 

ルド科学演

 

サイエンス学

管理栄養学科

科：1 名 

演習」アンケ

学科：4 名 

科：2 名 

ケート集計計結果 



Ⅰ－１－

ある：

Ⅰ－２

授業のこ

 ガ

 パ

 先

 ネ

 そ

 

 

 

－４）この演

：16 名，ない

Ⅰ－１－

 大

 高

 中

 小

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－１－

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【この授業に

ことを，何を

ガイダンス：

パンフレット

先輩から：2

ネット：該当

その他：13 名

演習以外に，

い：9 名 

－５）それは

大学：13 名 

高校：該当者

中学校：該当

小学校：3 名

－６）授業の

野菜の栽培

植物の同定

水族館実習

乗船実習：

農場体験：

地域調査 

水生生物の

河川の見学

海岸の水た

地引網 

 

 

に参加するに

を通して知っ

8 名 

ト：1 名 

名 

当者なし 

名 

これまでに

はどの時期か

者なし 

当者なし 

 

の内容 

培：4 名 

定：2 名 

習：3 名 

2 名 

2 名 

の調査 

学 

たまりの生物

にあたっての

ったか（複数

にフィールド

か(複数可）

物 



















の情報入手に

数可） 

を利用した授

微生物採

臨海実習

宮島での

みかんの

地域の川

魚の種類

牧場 

森の生き

米作り 

ついて】 

授業を受けた

集 

歴史学習 

収穫 

のゴミ拾い 

を調べる 

物調べ 

た経験があるるか 



Ⅰ－３

Ⅰ－３－

 自

 体

 単

 現

 食

 広

 他

 他

 友

 お

 そ

 

 

 

Ⅰ－３－

 自

 体

 単

 現

 食

 広

 他

 他

 友

 お

 そ

 

 

Ⅰ－４

Ⅰ－４－

 そ

 自

 わ

 

 

 

 

【この授業に

－１）最も強

自分の大学に

体験学習だか

単位が取得で

現在の志望分

食と農につい

広い知識を得

他大学のこと

他大学の学生

友人が参加す

おもしろそう

その他 (自由

－２）二番目

自分の大学に

体験学習だか

単位が取得で

現在の志望分

食と農につい

広い知識を得

他大学のこと

他大学の学生

友人が参加す

おもしろそう

その他 (自由

【広島大学で

－１）今回受

そう思う：2

自分の大学に

わからない：

に参加した理

強い動機はど

には無い授業

から：7 名 

できるから：

分野に関係す

いて学べるか

得たいから：

とを知りたい

生と交流でき

するから：該

うだから：5

由記述）：1 名

目に強い動機

には無い授業

から：4 名 

できるから：

分野に関係す

いて学べるか

得たいから：

とを知りたい

生と交流でき

するから：該

うだから：3

由記述）：該当

で授業を受け

受講したフィ

0 名 

にも類する科

2 名 

理由について

どれだったか

業科目だから

2 名 

するから：2 名

から：3 名 

該当者なし

いから：該当

きるから：該

該当者なし 

名 

名 

機はどれだっ

業科目だから

4 名 

するから：該

から：2 名 

4 名 

いから：1 名

きるから：2 名

該当者なし 

名 

当者なし 

けた感想】 

ィールド教育

科目がある：

て】 

か 

ら：5 名 

名 

し 

当者なし 

該当者なし 

ったか 

ら：5 名 

該当者なし 

名 

育に類する授

3 名 

業は，自大学学にはない科科目・内容だだった 



Ⅰ－４－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

Ⅰ－５

Ⅰ－５－

 多

 丁

 少

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－５－

 大

 ま

 あ

 悪

 

 

 

 

 

Ⅰ－５－

 活

 ま

 あ

 全

 

 

 

－２）他大学

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

【他大学の学

－１）今回の

多すぎる：2

丁度良い：2

少なすぎる：

－２）他大学

大変良かった

まあまあ良か

あまり良くな

悪かった：該

－３）他大学

活発にできた

まあまあでき

あまりできな

全くできなか

学の先生の授

う：20 名 

う思う：5 名

思わない：該

い：該当者な

学生との交流

の授業の受講

名 

1 名 

2 名 

学の学生と同

た：15 名 

かった：10 名

なかった：該

該当者なし 

学の学生と交

た：8 名 

きた：16 名 

なかった：1

かった：該当

授業を受講で

 

該当者なし 

なし 

流等について

講者数（30 名

同じ授業を受

名 

該当者なし 

交流がどの程

名 

当者なし 

できて良かっ

て】 

名）は、 

受けたことに

程度できたと

た 

ついて 

思うか 



Ⅰ－６

（この授

Ⅰ－６－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－６－

 講

 実

 発

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－６－

 長

 丁

 短

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【演習の実施

授業は，4 日

－１）こうし

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－２）講義，

講義：2 名 

実習：23 名 

発表：該当者

－３）3 泊 4

長すぎる：1

Ⅰ－６

 

 

丁度良い：1

短すぎる：6

施方法につい

日間の集中形

した組合せは

う：14 名 

う思う：9 名

思わない：2

い：該当者な

実習，発表

者なし 

日の日数に

名 

６－４）何日

1 単位にな

1 単位にな

8 名 

名 

いて】 

形式で，講義

は，授業を理

 

名 

なし 

表のうち，最

について 

日間なら良い

っても 2 日

っても 3 日

，実習，発表

理解する上で

最も面白かっ

いか 

日間が良い：

間が良い：該

表の 3 部から

有効である

たもの 

1 名 

該当者なし

ら構成されてている） 



Ⅰ－７

Ⅰ－７－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－７－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－７－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加費に関

－１）自分の

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－２）参加費

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－３）参加費

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

関して】 

の得たものを

う：11 名 

う思う：13 名

思わない：1

い：該当者な

費（実費）か

う：2 名 

う思う：11 名

思わない：9

い：3 名 

費（実費）か

う：4 名 

う思う：19 名

思わない：2

い：該当者な

を考えると参

名 

名 

なし 

から考えて，

名 

名 

から考えて，

名 

名 

なし 

参加費は妥当

食事は満足

宿泊施設に

か 

できたか 

は満足できたか 



Ⅰ－７－

 そ

 そ

 無

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８

Ⅰ－８－

有意義で

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

－４）参加費

そう思う：9

Ⅰ－７

 

 

 

 

そう思わない

無回答：1 名

【食農フィー

－１）このフ

である 

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－２）この演

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

費（実費）を

名 

７－５）参加

9,000 円～

10,000 円～

15,000 円～

20,000 円～

い：15 名 

名 

ールド科学演

ィールド科学

う：21 名 

う思う：4 名

思わない：該

い：該当者な

演習によって

う：22 名 

う思う：3 名

思わない：該

い：該当者な

そう
思わない
60%

をもっと高く

加費（実費）

：2 名 

～：7 名 

～：該当者な

～：該当者な

演習全体につ

学演習の形式

 

該当者なし 

なし 

て，フィール

 

該当者なし 

なし 

い

無回
4

そう
36

しても食事

がどの程度

なし 

なし 

ついて】 

式は通常の講

ルド科学の幅

回答
4%

う思う
6%

と宿泊施設

までなら参加

講義だけの授

広さや面白

を良くしてほ

加するか 

授業よりも，

さを知った 

9,000〜
8%

10,00

28%

ほしいか 

物事を考え

〜

00〜

%

る上で，



Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

－３）この演

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－４）この演

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－５）この演

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－６）この演

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

演習を受講し

う：12 名 

う思う：10 名

思わない：3

い：該当者な

演習によって

う：13 名 

う思う：9 名

思わない：3

い：該当者な

演習によって

う：3 名 

う思う：11 名

思わない：10

い：1 名 

演習によって

う：10 名 

う思う：15 名

思わない：該

い：該当者な

して食べ物と

名 

名 

なし 

て，食べ物と

 

名 

なし 

て，わが国の

名 

0 名 

て，行動力や

名 

該当者なし 

なし 

農業の関係

命の関連性

の食料自給率

や積極性を高

についても

について考

について考

めることが

っと知りた

えるようにな

えるようにな

できた 

くなった 

なった 

なった 



Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

－７）この演

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－８）他大学

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－９）グルー

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－１０）グル

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

演習によって

う：15 名 

う思う：10 名

思わない：該

い：該当者な

学の学生と交

う：6 名 

う思う：18 名

思わない：1

い：該当者な

ープ単位の実

う：8 名 

う思う：17 名

思わない：該

い：該当者な

ループ単位の

う：4 名 

う思う：10 名

思わない：11

い：該当者な

て，これから

名 

該当者なし 

なし 

交流すること

名 

名 

なし 

実習によって

名 

該当者なし 

なし 

の実習によっ

名 

1 名 

なし 

らの学習意欲

によって，

て，チームワ

って，リーダ

欲が高まった

コミュニケー

ークに対す

ダーシップを

ーションスキ

る意識が高ま

とる力が高ま

キルが高まっ

まった 

まった 

った 



Ⅰ－８－

 非

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

しいか 

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１１）参加

非常に満足し

まあまあ満足

あまり満足で

全く満足でき

－１２）今回

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－１３）フィ

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

加する前の期

した：14 名 

足した：11 名

できない：該

きない：該当

回の演習を受

う：13 名 

う思う：11 名

思わない：1

い：該当者な

ィールド科学

う：14 名 

う思う：9 名

思わない：2

い：該当者な

期待度に比べ

名 

該当者なし 

当者なし 

受講して後輩

名 

名 

なし 

学演習以外に

 

名 

なし 

べて満足度は

輩にも勧めた

にも他大学の

どうか 

いと思ったか

の講義を受講

か 

できる機会をもっと増ややして欲



Ⅱ 授業

Ⅱ－１

Ⅱ－１－

 演

 家

 ニ

 牧

 搾

 搾

 

＜理由

演習

・

・

・

家畜

・

・

・

・

・

・

・

・

・

 

ニワ

・

・

・

牧草

・

・

・

・

・

・

業に関する質

【今回の講義

－１）最も面

演習ガイダン

家畜（ニワト

ニワトリの肉

牧草から牛乳

搾乳した生乳

搾った牛乳か

由＞ 

習ガイダンス

・家畜と人間

・先生の専門

・考えさせら

 

畜（ニワトリ

・哺乳類の体

・初めてニワ

・（マウスに比

・鶏の解剖は

・解剖を行う

・発表の題材

・初めて解剖

・一番インパ

・解剖を間近

ワトリの肉を

・1 つ 1 つ加

・鶏の解剖が

・安全率の違

 

草から牛乳が

・全ての植物

・なぜ草から

・牧草が牛乳

・参加理由で

・実際に見た

・動物のサイ

質問（この演

義に関する質

面白いと感じ

ンス：3 名  

トリ）の体の

肉を加工する

乳ができるま

乳を加工する

からヨーグル

ス 

間を連想した

門からの視点

られるものが

リ）の体の仕

体の仕組みは

ワトリの解剖

比べて）大き

は普段、大学

うこと。 

材にしたから

剖をみたから

パクトがあっ

近で見たから

を加工する 

加工してレト

が印象的過ぎ

違いがわかっ

ができるまで

物で消化する

ら牛乳ができ

乳を作る上で

である食事の

たことがなか

イクルを深く

演習は，講

質問】 

じた講義とそ

の仕組みを見

る：3 名 

まで：7 名 

る：2 名 

ルトを作る：

たことが無か

点でショック

があった。 

仕組みを見る

は知っている

剖を見て、死

きい動物の解

学ではしない

ら。 

ら。 

ったし、今ま

ら。 

ルトにする

ぎた。 

ったため。 

で 

るわけではな

きるのかを理

で必要なエネ

の栄養面や衛

かったから。

知ることが

講義，実習，

その理由 

見る：10 名

該当者なし

かったから。

を受けたこ

る 

るが、鳥類は

死んでいる状

解剖だったの

いから。 

まで経験した

のは大変だ

ないから。 

理解すること

ネルギーだと

衛生面の知識

 

ができた。 

発表等から

 

 

とを聞いて衝

全然知らな

状態を見たか

ので印象に残

ことがなか

と思ったか

ができたか

いうことが

識を深めるこ

ら構成されて

衝撃を受けた

かったので。

ら。 

残った。 

ったから。 

ら。 

ら。 

わかったから

とができたた

ている） 

たため。 

。 

ら。 

ため。 



・

搾乳

・

・

 

 

Ⅱ－１－

 演

 家

 ニ

 牧

 搾

 搾

 

＜理由

演習

・

・

・

家畜

・

・

・

 

ニワ

・

・

・

・

・

牧草

・

・

・

・

・

・どうやって

 

乳した生乳を

・自分で自分

・ちょっとだ

－２）最も理

演習ガイダン

家畜（ニワト

ニワトリの肉

牧草から牛乳

搾乳した生乳

搾った牛乳か

由＞ 

習ガイダンス

・要点を捉え

・内容が理解

・命とは生き

 

畜（ニワトリ

・難しかった

・先生の声が

・命の尊厳と

ワトリの肉を

・作業に追わ

・効率が悪か

・資料がむず

・実際に自分

・実習の時間

 

草から牛乳が

・生化学があ

・難しい内容

・牧草が牛乳

・餌の材料な

・エネルギー

て牛がお乳を

を加工する 

分の分を作っ

だけだけどで

理解しにくか

ンス：3 名  

トリ）の体の

肉を加工する

乳ができるま

乳を加工する

からヨーグル

ス 

えづらかった

解しにくかっ

きるとはどう

リ）の体の仕

た。 

が少し聞き取

という点では

を加工する 

われてあまり

かったから。

ずかしかった

分たちが解剖

間を取るため

ができるまで

あまり得意で

容だったから

乳になるとは

など見慣れな

ーが乳に代わ

を出している

ったから。 

できてうれし

かった講義と

の仕組みを見

る：5 名 

まで：8 名 

る：1 名 

ルトを作る：

たため。 

ったから。 

いうことか

仕組みを見る

取りづらかっ

は薄かったよ

質問するこ

 

た。 

剖した肉を加

め講義の時間

で 

ではないので

ら。 

は簡単に結び

ないものが多

わることは理

るのかわかっ

しかった。 

その理由 

見る：3 名 

5 名 

かわからなか

る 

った。 

ように思われ

こともできな

加工するわけ

間が短く、内

で。 

びつかなかっ

多かったから

理解したが牧

た。 

かったから。

れたから。 

かったため。

ではなかっ

容が難しか

た。 

。 

牧草について

。 

たから。 

ったため。 

さらに知りたたいと思ったたから。 



・

・

搾乳

・

 

搾っ

・

・

・

・

・

 

 

 

Ⅱ－２

Ⅱ－２－

 乳

 乳

 中

 肉

 

＜理由

乳搾

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・濃厚飼料や

・用語が難し

 

乳した生乳を

・模範が無か

った牛乳から

・結局、ヨー

・ヨーグルト

・作業の効率

・何もしてい

・菌は目に見

【今回の実習

－１）最も面

乳搾り体験：

乳牛へのエサ

中小家畜への

肉牛へのエサ

由＞ 

搾り体験 

・初めて乳を

・実際に手で

・自分の手で

・初めて乳搾

をすること

・搾る前と搾

・牛に触れる

・講座の中で

・初めてだっ

・初めてだっ

・普段できな

・珍しい体験

・テレビなど

・実際に搾れ

 

や粗飼料が人

しかった。 

を加工する 

かったから。

らヨーグルト

ーグルトを作

トは約 1 日、

率が悪かった

いない時間が

見えなくてわ

習に関する質

面白いと感じ

16 名 

サやり：4 名

のエサやりと

サやり：1 名

を搾ったから

で搾ることが

でしぼること

搾りができて

とができたか

搾ったあとで

ることができ

で牛と初めに

ったが意外と

ったのでやわ

ないから。 

験で乳牛の健

どで見てやっ

れたから。 

人のどういっ

 

トを作る 

作ってないか

放置なので

た。 

が多かった。

わかりにくい

質問】 

じた管理作業

 

と畜舎の掃除

 

ら。 

ができた。 

とができたか

て楽しかった

から。 

ではお乳のハ

きてわくわく

に接する機会

と簡単に搾れ

わらかくあた

健康の管理な

ってみたいと

った食事にあ

から。 

であまり作っ

 

い。 

業とその理由

除：4 名 

から。 

たからあまり

ハリが全く違

した。 

会であり衛生

れてうれしか

たたかくてと

などもできて

思っていた

たるのか知

た実感がわ

 

できない体

違うことがわ

生への配慮方法

かった。 

てもたのし

学ぶことが多

から。 

りたかった。

かなかった。

験だから小

かったから。

法を知ったか

かったから。

多かった。 

。 

。 

さい頃とは違

。 

から。 

。 

違う体験



乳牛

・

・

・

・

中小

・

・

・

・

肉牛

・

 

 

Ⅱ－２－

 乳

 乳

 中

 肉

 無

 

＜理由

乳搾

・

・

・

・

乳牛

・

・

・

中小

・

・

・

牛へのエサや

・放牧まで行

・生後何日か

・実際に配合

・新鮮な乳を

 

小家畜へのエ

・かわいかっ

・ヤギと触れ

・掃除をして

・単純だが放

 

牛へのエサや

・牛にお乳を

－２）最も理

乳搾り体験：

乳牛へのエサ

中小家畜への

肉牛へのエサ

無回答：5 名

由＞ 

搾り体験 

・乳の出具合

・むずかしか

・とにかく面

・搾りにくか

 

牛へのエサや

・前の講義が

・1 頭 1 頭エ

・飼料につい

 

小家畜へのエ

・あまり印象

・あまりして

・中小家畜で

やり 

行くのが楽し

かで床におが

合を体験でき

を作ってもら

エサやりと畜

った。 

れ合えて楽し

ていない。 

放牧の作業が

やり 

を与えられた

理解しにくか

4 名 

サやり：3 名

のエサやりと

サやり：5 名

名 

合が悪いから

かった。 

面白かった。

かった。 

やり 

が長引き、質

エサが違うが

いて理解しに

エサやりと畜

象がないから

てないから。

では実習の際

しかった。 

がくずを敷い

きたから。 

らいたいと思

畜舎の掃除 

しかった。 

が面白かった

たため。 

かった管理作

 

と畜舎の掃除

 

ら。 

 

質問する時間

が、どうやっ

にくかったた

畜舎の掃除 

ら。 

 

際、戸惑った

いたり、子牛

思ったから。

た。 

作業とその理

除：8 名 

間がなかった

て判断してい

ため。 

た。 

牛にミルクの飲

 

由 

。 

いるのか知

飲み方を教え

りたいと思っ

えたり楽しか

ったから。 

かった。 



・

・

・

・

肉牛

・

・

・

 

 

Ⅱ－２－

 家

 ニ

 牧

 搾

 搾

 

＜理由

家畜

・

・

・

 

ニワ

・

・

・

牧草

・

・

・

・

搾乳

・

・

・畜舎の掃除

・子牛もバケ

・あまりやら

・掃除はして

 

牛へのエサや

・乳牛と少し

・乳牛と肉牛

・バター作り

－３）最も面

家畜（ニワト

ニワトリの肉

牧草から牛乳

搾乳した生乳

搾った牛乳か

由＞ 

畜（ニワトリ

・あまり食べ

・肉以外にも

・臓器を知る

ワトリの肉を

・人が多くて

・レトルトを

・レトルトに

 

 

草から牛乳が

・エサの工夫

・牛が食べる

・実際にみた

・おもしろか

 

乳した生乳を

・牛乳が簡単

・バターを作

除をしてない

ケツでミルク

らなかった。

てないから。

やり 

し似ている感

牛のエサは同

りが楽しかっ

面白いと感じ

トリ）の体の

肉を加工する

乳ができるま

乳を加工する

からヨーグル

リ）の体の仕

べない部分は

も臓器など見

ることができ

を加工する 

て全員にまわ

をつくる裏側

になる仕組み

ができるまで

夫について十

るトウモロコ

たのが初めて

かった、微生

を加工する 

単にバターに

作る作業が楽

いから。 

クをあげてい

 

 

感じがして区

同じかと思っ

った。 

じた実習（講

の仕組みを見

る：3 名 

まで：4 名 

る：9 名 

ルトを作る：

仕組みを見る

はどのような

見られて良か

きたから。 

わらない。 

側が体験でき

みがわかった

で 

十分に知識を

コシは私たち

てだから。 

生物は関与し

になった瞬間

楽しかった。

いたので予想

区別がつかな

った。 

講義と実習が

見る：4 名 

5 名 

る 

な働きをする

かった。 

きてためにな

たから。 

を深めること

ちが食べるの

していること

間が忘れられ

 

想したのと違

いから。 

がセットにな

か知りたか

った。 

ができた。

と違うこと

は意外だっ

れない。 

った。 

っている授業

ったから。 

がわかったか

た。 

業）とその理

から。 

理由 



・

・

・

・

・

・

・

搾っ

・

・

・

・

・

 

 

Ⅱ－２－

 家

 ニ

 牧

 搾

 搾

 無

 

＜理由

家畜

・

・

・

・

・

 

ニワ

・

・

・

・

・

・

・バター作り

・バター作り

・市販の牛乳

・ペットボト

・過程が見え

・学校で実習

・牛乳当てク

 

った牛乳から

・家でもでき

・レモン汁を

・ヨーグルト

・牛乳だけで

・ヨーグルト

－４）最も理

家畜（ニワト

ニワトリの肉

牧草から牛乳

搾乳した生乳

搾った牛乳か

無回答：3 名

由＞ 

畜（ニワトリ

・むずかしか

・理屈で学ぶ

・いつも見る

・見るので精

・卵胞は 1 日

ワトリの肉を

・長時間保存

・機械の中で

・実習の時間

・パックする

・命の尊厳と

・あまり印象

りが面白かっ

りが楽しかっ

乳ではバター

トルを振り続

えないのでい

習を行ったと

クイズを外し

らヨーグルト

きるから。 

を入れてすぐ

トを作る過程

でチーズが作

トとチーズを

理解しにくか

トリ）の体の

肉を加工する

乳ができるま

乳を加工する

からヨーグル

名 

リ）の体の仕

かった。 

ぶより実際に

る臓器とは全

精いっぱいだ

日 1 つ増える

を加工する 

存させるには

で起こってい

間を取るため

るときに空気

という点では

象がない。 

った。 

ったから。 

ーができない

続けてバター

いまいちピン

ときよりバタ

した 牛乳嫌

トを作る 

ぐにチーズに

程を見られて

作れた。 

を作れたから

かった実習（

の仕組みを見

る：9 名 

まで：3 名 

る：該当者な

ルトを作る：

仕組みを見る

に解剖したか

全く違う臓器

だった。 

るのかどうか

はどのように

いることが想

め講義の時間

気を抜くこと

は薄い。 

いことが分か

ーができはじ

ンとこない。

ーが簡単に

嫌いだが久々

になったり、

て面白かった

ら。 

（講義と実習

見る：5 名 

なし 

5 名 

る 

から理解が容

器があって戸

か知りたいと

にしたら良い

想像つかなか

間が短く、内

が理解でき

かったから。

めるとうれ

 

作れたから。

に飲めた。

ヨーグルト

。 

がセットに

容易であった

戸惑った。 

思ったから

のかわかり

かった。 

容が難しか

なかった。

しかったから

。 

も簡単にでき

なっている授

ため。 

。 

にくかったか

ったため。 

ら。 

きそうだった

授業）とその

から。 

たから。 

の理由 



・

・

牧草

・

・

・

搾っ

・

・

・

・

 

 

Ⅱ－２－

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－３

Ⅱ－３－

 大

 ま

 あ

 全

 

 

 

・作業に追わ

・実際に鶏の

 

草から牛乳が

・実習という

・専門的なこ

・もっと詳し

 

った牛乳から

・TA の人が

・説明不足だ

・チーズは少

・ヨーグルト

－５）作って

チーズ：4

缶詰：3 名

ソーセージ

やきとり 

ソフトクリ

アイスクリ

ミートソー

ヤクルトの

その場です

カレー以外

解剖した鶏

今回はでき

【今回の発表

－１）発表準

大変よく理解

まあまあ理解

あまり理解で

全く理解でき

われてしまっ

の肉を焼いた

ができるまで

うより説明だ

ことが多かっ

しく教えてほ

らヨーグルト

作業し過ぎだ

だった。 

少し説明があ

トを作ってな

てみたい食品

名 

名 

ジ 

リーム 

リーム 

ースなどパス

のような飲み

すぐ食べられ

外のレトルト

鶏を直接加工

きなかったが

表会および発

準備会２日目

解できた：8

解できた：13

できなかった

きなかった：

ったため。 

たりしていな

で 

だった。 

ったのでわか

ほしかったか

トを作る 

だと思う。

あったがヨー

ないから。 

品や体験して

スタに用いる

み物 

れる食品 

トを一から作

工したかった

がやはり自分

発表準備に関

目の教員と技

名 

3 名 

た：4 名 

該当者なし

ないから。 

かりやすかっ

から。 

ーグルトので

てみたい作業

るソースの製

作ってみたい

た。 

分たちで搾っ

関する質問】

技術職員によ

し 

た。 

きる仕組み

工程 

製造 

。 

た牛乳でヨー

 

る授業と討論

はあまり聞け

ーグルトを作

論は理解でき

けなかった。

作りたかった

きたか 

 

た。 



Ⅱ－３－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

Ⅱ－３－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

Ⅱ－３－

 上

 中

 下

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－３－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

－２）演習３

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－３）発表の

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－４）他班の

上位に位置し

中程度に位置

下位に位置し

－５）発表の

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

３日目の農場

う：14 名 

う思う：8 名

思わない：3

い：該当者な

のチームワー

う：3 名 

う思う：18 名

思わない：4

い：該当者な

の発表と比較

していた：3

置していた 1

していた：12

のための基礎

う：2 名 

う思う：19 名

思わない：3

い：1 名 

場における自

 

名 

なし 

ークは上手く

名 

名 

なし 

較して自分た

名 

0 名 

2 名 

礎的な手法が

名 

名 

自由質問時間

できたか 

たちの発表は

が身に着いた

は発表の準備

 

か 

備に役立ったたか 



Ⅱ－３－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ ＴＡ

Ⅲ－１

Ⅲ－１－

 乳

 乳

 中

 肉

 無

 

＜具体

乳搾

・

・

・

・

・

・

・

乳牛

・

・

・

・

・

－６）発表会

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

Ａに関する質

【ＴＡの補助

－１）ＴＡの

乳搾り体験：

乳牛へのエサ

中小家畜への

肉牛へのエサ

無回答：2 名

体例＞ 

搾り体験 

・上手く搾れ

・乳搾りのや

・写真を撮っ

・見守ってい

・初めての体

・的確に質問

・職員の方が

 

牛へのエサや

・いろいろと

・乳牛が行く

・餌を入れる

・飼料を混ぜ

・エサやりだ

会をすること

う：10 名 

う思う：14 名

思わない：1

い：該当者な

質問 

助に関する質

の補助が最も

8 名 

サやり：7 名

のエサやりと

サやり：1 名

名 

れなかったけ

やり方を始め

ってもらった

いてくれた。

体験だったた

問に答えてく

が手を離せな

やり 

と質問に答え

くべき道を教

る場所や牛の

ぜ合わせてい

だけでなく、

とで，講義や

名 

名 

なし 

質問】 

も役に立った

 

と畜舎の掃除

 

けど助けてく

める前に少し

た。 

 

ため。 

れたから。

ない時に話し

えてもらえた

教えてくれた

の番号を一緒

いる時に「機

フィールド

や実習の内容

たのは、どの

除：7 名 

れてから乳

し教えてもら

 

しかけやすか

た。 

たから。 

緒に確認して

機械に気を付

ド演習は TA

容がより理解

管理作業か

乳が出たから。

えたから。

かった。 

くださった

付けて」など声

の方にもいろ

できた 

（その具体例

。 
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その他 演習に関する感想 

良かった点 

・４日間、たくさんの人や動物と関われたのでいい経験になった。 

・鶏の解剖ができて良かった。 

・動物たちとふれあいができてとても楽しかった。 

・牛も羊もヤギものびのびしていて、とても楽しい時間でした TA の皆さんも行動が速く

てすごかった。 

 

 

改善点 

・生物系とそれ以外でやることを複数に分けた方が良い。 

・生物に関わる講義が多かったので、生物についてもう少し深く関わりたいと思った。 

・もう少し期間を延ばしてほしい 交流の時間と移動時間がきつかったので少しゆとりが

あると良い。 

・（先生や TA はあまり手を出さず）解剖はもっと実習生が行う方が良いと思う。 

・全体的に効率を上げた方が良いと思った。 

・テキストと授業内容が違う点が多々あった。 

・講義の後、自力で学習することも重要であるが、質問できる時間がほしい。 

・他校の人たちとあまり関われない。 

・食事の味が濃かったので、もう少し薄味が良い。 

・課題のテーマが簡単なようで難しかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



総合考察 

 命の尊厳を涵養する食農フィールド科学演習は、酪農フィールド科学演習とは異なり、他大

学の非農学系学生を対象としている授業であるので、両受講生の授業に取り組む姿勢や理解は

かなり異なっていた。これまでにフィールドを利用した授業の内容は、そのほとんどが、植物

や野菜の生産、水産関係であり、本演習のような酪農を中心とした畜産体験を受講した学生は

ほとんどいなかったことから、今後とも本演習を継続することで学生のニーズに答えることが

できると思われる。酪農フィールド科学演習と同様に、演習内容、演習環境、演習期間等に対

する受講生の満足度は例年と同様にいずれも高く、本演習プログラムの５年間の成果が表れた

ものと考えられる。しかし、非農学系の学生を対象としているために、酪農フィールド科学演

習よりもさらに内容をかみ砕いた授業にする工夫が必要であると思われた。例えば、授業中に

教員の口からでる専門用語は、農学系の学生には理解できても、非農学系の学生にとっては未

知の単語であり、理解を困難にしていた。一方で、本演習では、命と食との関わりについて受

講生に考えさせるために、ニワトリの解体実習を取り入れており、受講生はこの経験に対して

多様な感想を述べていた。このことから、解体実習は、受講生それぞれが命と食について考え

るきっかけとなったものと思われる。平成 27 年度以降の演習では、おおよその内容は踏襲する

ものの、授業形態の詳細については授業担当者間で再考し、専門用語を使わない授業方法を検

討することで、学生の理解度を高めることができると考えられた。尚、大学院生ＴＡに対する

受講生の評価は概ね良好であったこと、またＴＡを担当した大学院生も本経験が今後の研究生

活に刺激となったことが明らかになっていることから、今後もＴＡを伴う授業プログラムを継

続したい。特に本農場では平成 27 年度から共同利用拠点の再認定を受けたので、さらに教育の

質的向上に努めることが重要である。 

 


